
　
　
　
　
　
　
　
　

やり過ぎて副作用が怖い？

プーチンのトランプ擁立工作

田岡俊次の

国際情勢の
行間を抉る  

⑦ 
（ホワイトハウス）

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
安
全
保
障
担
当

補
佐
官
・
マ
イ
ケ
ル
・
フ
リ
ン
中
将
が
2

月
13
日
、辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
事
件
は
、

氷
山
の
一
角
だ
。
昨
年
の
米
国
大
統
領
選

挙
で
ロ
シ
ア
が
ト
ラ
ン
プ
氏
の
当
選
を
願

っ
て
、
民
主
党
全
国
委
員
会
な
ど
に
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
か
け
て
情
報
を
窃
取
、
共
和

党
に
提
供
し
て
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン

候
補
の
信
用
失
墜
を
図
り
成
功
し
た
と
言

う
、「
世
界
の
情
報
戦
史
上
最
大
級
の
謀

略
」
が
こ
の
事
件
の
本
質
と
田
岡
氏
は
言

う
。
ト
ラ
ン
プ
陣
営
が
ロ
シ
ア
と
通
謀
し

て
い
た
事
件
の
詳
細
を
Ｃ
Ｉ
Ａ
（
米
中
央

情
報
庁
）
と
、
防
諜
を
任
務
の
1
つ
と
す

る
Ｆ
Ｂ
Ｉ
（
米
連
邦
捜
査
局
）
が
捜
査
中

だ
が
、
そ
れ
が
報
じ
ら
れ
る
と
ト
ラ
ン
プ

政
権
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
対
し
「
報
道
は
誤
り
だ

と
発
表
せ
よ
」
と
圧
力
を
か
け
て
拒
否
さ

れ
、
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

と
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
と
、
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
定
例
記
者
会
見
か
ら
両

社
を
含
む
多
く
の
報
道
機
関
を
排
除
す
る

暴
挙
に
出
た
。
政
府
中
枢
が
自
国
の
情
報

機
関
と
暗
闘
し
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
に
公
然

と
敵
対
す
る
異
様
な
事
態
は
、
米
国
の
分

断
の
溝
を
さ
ら
に
広
げ
そ
う
だ
。
ロ
シ
ア

は
欧
州
で
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
唱
え
る
極
右
派

に
資
金
援
助
を
し
て
西
欧
の
分
断
を
策

し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
極
右
派
を
激
励

し
て
ロ
シ
ア
に
協
力
す
る
。
だ
が
、
他
方

で
米
国
防
長
官
マ
テ
ィ
ス
陸
軍
大
将
や
フ

リ
ン
中
将
の
後
任
と
し
て
安
全
保
障
担
当

補
佐
官
と
な
っ
た
マ
ク
マ
ス
タ
ー
陸
軍
中

将
ら
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）

や
日
本
な
ど
の
同
盟
強
化
を
語
る
。
や
る

こ
と
な
す
こ
と
支
離
滅
裂
、「
統
合
失
調

症
」
の
症
状
を
示
す
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
ど

の
方
向
に
漂
流
し
そ
う
か
。

（
聞
き
手
／
本
誌
編
集
長
・
和
泉
貴
志
）

独
善
的
な
行
動
で
失
脚
し
た
元

情
報
機
関
ト
ッ
プ
・
フ
リ
ン
氏

Ｑ
：
フ
リ
ン
中
将
が
事
実
上
更
迭
に
な
っ

た
の
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
前
の
昨
年

12
月
末
に
ロ
シ
ア
の
キ
ス
リ
ャ
ク
駐
米
大

使
と
の
電
話
で
ロ
シ
ア
外
交
官
の
国
外
退

去
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
、
民
間

人
が
許
可
な
く
外
国
と
協
議
し
た
の
は
違

法
で
あ
る
上
、
ペ
ン
ス
副
大
統
領
に
そ
の

こ
と
を
聞
か
れ
て
「
休
暇
に
入
る
挨
拶
を

し
た
」な
ど
不
正
確
な
答
え
を
し
た
こ
と
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
真
相
は
ど
う
な

の
で
す
か
。

田
岡
：
あ
の
話
は
こ
じ
つ
け
で
し
ょ
う
。

就
任
前
に
外
国
人
と
協
議
し
た
の
が
問
題

な
ら
、
ト
ラ
ン
プ
氏
も
私
人
だ
っ
た
昨
年

11
月
18
日
に
安
倍
首
相
と
会
い
、
日
米
関

係
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
の
も
違
法
に
な
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が
ち
で
す
。

　

あ
ま
り
の
不
評
に
オ
バ
マ
前
大
統
領
は

２
０
１
４
年
に
彼
を
更
迭
し
た
が
、
彼
は

そ
の
後
ロ
シ
ア
に
接
近
し
、
イ
ス
ラ
ム
過

激
派
を
制
圧
す
る
た
め
米
国
は
ロ
シ
ア
と

協
力
す
べ
き
だ
、
と
「
米
露
同
盟
」
を
語

り
、
ロ
シ
ア
の
外
国
向
け
英
語
テ
レ
ビ
番

組
「
ロ
シ
ア
・
ト
ゥ
デ
イ
」
に
何
度
も
出

演
し
、
米
国
の
対
外
政
策
を
批
判
、
テ
レ

ビ
局
の
宴
会
で
は
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
で
プ

ー
チ
ン
大
統
領
の
隣
に
座
る
扱
い
を
受
け

ま
し
た
。

　

米
軍
情
報
機
関
の
前
の
ト
ッ
プ
が
ロ
シ

ア
側
に
つ
い
た
の
だ
か
ら
、
厚
遇
さ
れ
た

の
も
当
然
で
す
。
遅
く
と
も
２
０
１
３
年

か
ら
ロ
シ
ア
の
不
動
産
王
、
銀
行
家
ら
と

親
密
で
親
露
的
だ
っ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
が
次

期
米
大
統
領
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

た
プ
ー
チ
ン
氏
に
と
り
、
フ
リ
ン
中
将
が

ト
ラ
ン
プ
氏
の
参
謀
長
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
鬼
に
金
棒
。
ロ
シ
ア
は
全
力
を
挙
げ
て

ト
ラ
ン
プ
陣
営
を
応
援
し
た
。
そ
の
１
つ

の
手
段
が
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
へ
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
で
、
彼
女
に
と
り
不
都
合
な
情
報

を
取
り
、
共
和
党
に
提
供
、
彼
女
の
信
頼

性
を
低
下
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
ロ

シ
ア
の
味
方
を
米
大
統
領
に
据
え
れ
ば
こ

の
上
な
い
大
成
功
で
す
。
原
爆
の
製
造
方

法
な
ど
の
秘
密
情
報
を
盗
み
取
る
よ
う
な

る
。
話
の
内
容
が
問
題
で
す
。

　

オ
バ
マ
政
権
は
昨
年
12
月
29
日
、
ワ
シ

ン
ト
ン
の
ロ
シ
ア
大
使
館
と
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
の
総
領
事
館
の
ロ
シ
ア
人
外
交
官

35
人
を
「
好
ま
し
か
ら
ざ
る
人
物
」
と
し

て
国
外
退
去
さ
せ
、
情
報
収
集
拠
点
2
カ

所
を
閉
鎖
し
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
（
国

家
保
全
庁
・
通
信
情
報
機
関
）、
Ｆ
Ｂ
Ｉ

な
ど
の
捜
査
で
、
ロ
シ
ア
外
交
官
ら
が
民

主
党
全
国
委
員
会
な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
侵
入
、
そ
れ
で
得
た
ク
リ
ン
ト
ン
候

補
に
関
す
る
情
報
を
ト
ラ
ン
プ
陣
営
に
伝

え
、
大
統
領
選
挙
に
介
入
し
て
い
た
証
拠

を
掴
ん
だ
た
め
で
し
た
。

　

フ
リ
ン
中
将
は
す
ぐ
ロ
シ
ア
大
使
に
電

話
を
し
「
政
権
移
譲
の
後
、
国
外
退
去
は

取
り
消
す
か
ら
、
そ
ち
ら
が
報
復
措
置
を

取
り
、
米
国
外
交
官
を
追
放
し
て
問
題
を

大
き
く
し
な
い
方
が
よ
い
」
と
助
言
し
た

の
で
す
。
ロ
シ
ア
は
当
初
、
慣
行
ど
お
り

報
復
措
置
を
取
る
構
え
だ
っ
た
が
、
こ
の

助
言
の
後
に
取
り
や
め
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
キ
ン
グ
は
犯
罪
で
、
そ
れ
に
よ
り

ス
パ
イ
活
動
と
は
桁
違
い
に
壮
大
な
謀
略

で
し
た
。

　

だ
が
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
得

意
の
サ
イ
バ
ー
戦
、
盗
聴
な
ど
で
そ
の
工

作
の
証
拠
を
掴
み
、
オ
バ
マ
政
権
は
ロ
シ

ア
外
交
官
35
人
の
国
外
退
去
を
命
じ
た
の

で
す
。
こ
の
事
件
の
内
容
は
１
月
６
日
、

国
家
情
報
長
官
室
か
ら
大
統
領
就
任
前
の

ト
ラ
ン
プ
氏
に
伝
え
ら
れ
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
「
情
報
機
関
職
員
の
尽
力
に
敬
意
を
払

う
」
と
の
声
明
を
出
し
た
か
ら
報
告
を
了

承
し
た
形
で
す
。

　

腹
立
ち
紛
れ
に
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
ナ
チ
だ
」

と
も
発
言
し
た
が
、
就
任
翌
日
の
21
日
に

は
Ｃ
Ｉ
Ａ
本
部
を
訪
れ
「
私
は
１
０
０

０
％
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
支
持
す
る
」
と
演
説
、
関

係
修
復
を
図
り
ま
し
た
。
だ
が
、
米
情
報

機
関
は
追
及
の
手
を
緩
め
ず
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
を

管
轄
す
る
司
法
省
は
１
月
26
日
に
大
統
領

府
に
フ
リ
ン
中
将
と
ロ
シ
ア
大
使
の
通
話

の
内
容
を
報
告
、「
機
密
保
全
上
の
問
題

が
あ
る
」
と
伝
え
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

特
に
措
置
を
取
ら
ず
、
２
月
13
日
に
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
が
こ
れ
を
報
じ
た
た

め
、
止
む
な
く
フ
リ
ン
中
将
を
辞
任
さ
せ

ま
し
た
。
フ
リ
ン
中
将
は
昨
年
10
月
11
日

に
自
民
党
本
部
に
招
か
れ
講
演
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
主
題
は
「
米
国
の
サ
イ
バ

ー
攻
撃
対
策
」
だ
っ
た
か
ら
、
今
と
な
っ

外
国
が
大
統
領
選
挙
に
介
入
す
る
の
は
も

っ
て
の
外
。
犯
人
が
外
交
官
だ
か
ら
訴
追

は
で
き
ず
、
国
外
退
去
に
し
た
の
だ
が
、

そ
の
制
裁
を
取
り
消
す
と
約
束
し
た
の
は

国
に
対
す
る
裏
切
り
と
も
言
え
ま
す
。
フ

リ
ン
中
将
が
そ
ん
な
助
言
を
し
た
の
は
、

以
前
か
ら
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
中
心
人
物
の

1
人
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
活
動
を
知
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

彼
は
33
年
の
軍
歴
の
大
半
を
情
報
将
校

と
し
て
過
ご
し
、
２
０
１
２
年
に
米
軍
の

情
報
機
関
Ｄ
Ｉ
Ａ
（
国
防
情
報
庁
。
推
定

人
員
１
万
６
０
０
０
名
）
の
長
官
に
登
り

詰
め
た
人
物
だ
か
ら
、
ロ
シ
ア
大
使
館
の

電
話
が
盗
聴
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な

い
は
ず
が
な
い
。
大
統
領
選
挙
で
勝
ち
、

権
力
側
に
な
っ
た
か
ら
、
配
下
の
情
報
機

関
に
傍
受
さ
れ
て
も
大
丈
夫
、
と
の
驕
り

が
あ
っ
た
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
彼
は
高

慢
な
タ
イ
プ
で
Ｄ
Ｉ
Ａ
長
官
の
時
代
に
米

国
情
報
機
関
全
体
の
抜
本
的
再
編
を
唱
え

た
が
、
独
善
的
な
主
張
で
Ｃ
Ｉ
Ａ
な
ど
他

の
情
報
機
関
と
対
立
し
た
。
情
報
分
析
に

も
思
い
込
み
が
強
く
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
の
部
下
の

間
で
は
事
実
に
基
づ
か
な
い
「
フ
リ
ン
・

フ
ァ
ク
ト
」（
フ
リ
ン
流
の
事
実
）
の
隠

語
が
囁
か
れ
た
由
で
す
。
軍
人
は
上
下
関

係
が
厳
し
い
組
織
で
育
つ
か
ら
、
下
の
も

の
を
軽
視
す
る
傲
慢
な
将
官
が
時
お
り
出
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ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
と
直
接
連
絡
を
取
る
こ

と
は
内
規
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
要
請

を
拒
否
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
要
請
を
拒

否
さ
れ
た
こ
と
が
24
日
に
報
道
さ
れ
、
疑

惑
は
さ
ら
に
濃
く
な
り
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
情
報
漏
洩

者
を
止
め
る
こ
と
が
全
く
で
き
て
い
な

い
。
米
国
に
破
滅
的
影
響
を
与
え
る
秘
密

情
報
が
メ
デ
ィ
ア
に
渡
っ
て
い
る
。
今
す

ぐ
見
つ
け
ろ
」と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
叫
ん
だ
。

彼
は
「
ニ
ュ
ー
ス
は
捏
造
、
嘘
の
ニ
ュ
ー

ス
」
と
言
う
一
方
、「
Ｆ
Ｂ
Ｉ
か
ら
重
大

な
秘
密
情
報
が
流
出
し
た
」
と
怒
る
の
だ

か
ら
、
報
道
が
少
な
く
と
も
大
筋
で
正
し

い
こ
と
を
自
ら
認
め
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
日
本
の
子
供
で
も
分
か
る
、

こ
の
程
度
の
知
能
の
人
物
が
大
統
領
に
な

っ
た
の
に
は
呆
れ
る
他
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
件
は「
米
国
に
破
滅
的
」で
は
な
く「
ト

ラ
ン
プ
氏
に
破
滅
的
」
だ
か
ら
こ
そ
パ
ニ

ッ
ク
を
起
こ
し
た
の
か
、と
も
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
定
例
記
者
会
見
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
、
外
国
の
記

者
な
ど
を
排
除
し
た
た
め
、
Ａ
Ｐ
通
信
、

タ
イ
ム
誌
の
記
者
も
怒
っ
て
出
席
せ
ず
、

ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙

は
「
排
除
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
出
席
し

た
」
と
弁
明
声
明
を
出
す
有
り
様
で
す
。

他
国
と
の
通
謀
の
疑
惑
を
報
じ
ら
れ
て
狼

狽
し
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
ほ
ぼ
総
て
を
敵
に

回
す
愚
行
を
敢
え
て
す
る
政
権
が
も
つ
な

ら
、
そ
の
国
は
民
主
国
家
で
は
な
い
で
し

ょ
う
。

習
主
席
と
の
電
話
会
談
で

米
中
友
好
を
確
認

Ｑ
：
だ
が
国
防
長
官
の
マ
テ
ィ
ス
海
兵
大

将
、
フ
リ
ン
中
将
の
後
任
の
大
統
領
補
佐

官
の
マ
ク
マ
ス
タ
ー
陸
軍
中
将
、
国
土
安

全
保
障
長
官
の
ケ
リ
ー
海
兵
大
将
な
ど
は

穏
健
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
旧
来
の
同
盟

国
と
の
関
係
維
持
に
努
め
、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
全
体
の
排
撃
に
も
否
定
的
で
す
。
ロ
シ

ア
と
の
癒
着
が
露
見
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
却
っ
て
反
露
の
姿
勢
を
示
さ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
か
、
と
思
い
ま
す
が
。

田
岡
：
ロ
シ
ア
は
欧
州
で
も
分
断
を
図

り
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
唱
え
る
極
右
を
支
持
し

て
来
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
極
右
政
党
・

国
民
戦
線
の
ル
ペ
ン
女
史
は
４
月
の
大
統

領
選
挙
の
最
有
力
候
補
で
、
Ｅ
Ｕ
脱
退
と

親
露
政
策
を
唱
え
る
。彼
女
は
Ｋ
Ｇ
Ｂ（
旧

ソ
連
情
報
機
関
）
出
身
の
ロ
シ
ア
人
が
持

つ
キ
プ
ロ
ス
の
会
社
か
ら
２
０
０
万
ユ
ー

ロ
（
約
２
・
４
億
円
）
を
借
り
、
国
民
戦

線
は
モ
ス
ク
ワ
の
第
一
チ
ェ
コ
・
ロ
シ
ア

銀
行
か
ら
９
４
０
万
ユ
ー
ロ
（
約
11
・
３

億
円
）
の
融
資
を
得
て
い
る
こ
と
を
認
め

く
と
も
表
に
出
て
い
ま
せ
ん
。
情
報
機
関

は
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
、
大
統
領
府
に
情
報

を
伝
え
て
い
な
い
、
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

米
国
の
報
道
で
は
フ
リ
ン
中
将
の
他
、
前

共
和
党
選
挙
対
策
本
部
長
、
ト
ラ
ン
プ
陣

営
の
外
交
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
同
党
の
調
査

員
ら
が
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
捜
査
線
上
に
上
り
、
そ

の
行
動
や
銀
行
口
座
な
ど
も
調
べ
て
い

る
、
と
さ
れ
ま
す
。
司
法
長
官
な
ど
が
そ

れ
を
抑
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自

体
が
暴
露
さ
れ
か
ね
な
い
。
ニ
ク
ソ
ン
大

統
領
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
は
、

Ｆ
Ｂ
Ｉ
副
長
官
が
「
デ
ィ
ー
プ
・
ス
ロ
ー

ト
」
の
仮
名
で
知
ら
れ
た
内
部
告
発
者
で

し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
捜
査
の
進
展
が
報
道
さ

れ
る
こ
と
に
脅
威
を
感
じ
て
い
る
よ
う

で
、「
メ
デ
ィ
ア
は
ウ
ソ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

流
す
・
国
民
の
敵
だ
」
と
主
張
し
、
支
持

者
が
離
れ
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
て
い
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
と
Ｃ

Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
が
２
月
14
日
、「
ト
ラ
ン
プ

氏
側
近
が
ロ
シ
ア
の
情
報
機
関
員
と
連
絡

を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
を
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
捜

査
中
」
と
報
じ
る
と
、
プ
リ
ー
バ
ス
大
統

領
首
席
補
佐
官
は
翌
日
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
マ
ケ
イ

ブ
副
長
官
に
対
し
、「
あ
の
記
事
は
誤
り

だ
と
発
表
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
た
。

だ
が
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
「
捜
査
中
の
事
件
に
関
し

て
は
滑
稽
で
す
。
確
か
に
そ
の
分
野
で
は

有
数
の
「
学
識
経
験
者
」
で
は
あ
り
ま
し

ょ
う
（
笑
）

「
米
国
に
と
っ
て
破
滅
的
影
響
」

で
は
な
く
自
分
に
と
っ
て
破
滅
的

Ｑ
：
新
政
権
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
、
ポ
ン
ペ
オ

下
院
議
員
（
陸
軍
大
尉
）
は
捕
虜
の
水
責

め
な
ど
拷
問
を
し
た
人
は
「
愛
国
者
だ
」

と
言
っ
た
ほ
ど
の
右
派
で
、
ト
ラ
ン
プ
崇

拝
者
で
す
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
を
指
導
す
る
司
法
長

官
、
シ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
上
院
議
員
も
右
派

だ
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
な
ど
は
今
後

も
ト
ラ
ン
プ
氏
の
失
脚
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
こ
の
問
題
を
追
及
で
き
ま
す
か
ね
。

田
岡
：
こ
れ
ま
で
の
捜
査
で
は
ロ
シ
ア
に

よ
る
ハ
ッ
キ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
、
共
和
党

に
情
報
が
伝
わ
っ
た
こ
と
は
判
明
し
た

が
、
だ
れ
が
ロ
シ
ア
と
共
謀
し
、
ど
ん
な

情
報
を
受
け
取
り
、
選
挙
戦
で
ど
う
使
っ

た
の
か
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
か
、
少
な
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て
親
密
に
多
く
の
問
題
を
話
し
合
っ
た
」

と
発
表
し
ま
し
た
。
翌
10
日
に
は
安
倍
首

相
と
会
談
し
、
日
米
の
事
務
方
が
事
前
に

用
意
し
た
共
同
声
明
を
出
す
予
定
で
、
そ

の
中
に
は
、
名
指
し
は
し
な
い
も
の
の
中

国
の
南
シ
ナ
海
な
ど
で
の
行
動
を
非
難
す

る
文
面
も
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
前
に
中
国

の
機
嫌
を
取
っ
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
た

め
で
し
ょ
う
。
安
倍
氏
と
の
会
談
後
の
共

同
記
者
会
見
で
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
私
は
昨

日
中
国
の
主
席
と
非
常
に
よ
い
会
談
を
し

た
。
非
常
に
温
か
い
会
談
だ
っ
た
。
我
々

は
極
め
て
仲
良
く
や
っ
て
い
く
過
程
に
あ

る
と
思
う
。
私
は
そ
れ
が
日
本
に
取
り
大

き
な
利
益
に
な
る
と
考
え
る
。
我
々
は
多

く
の
主
題
に
つ
き
長
い
会
談
を
し
、
話
し

た
通
り
に
や
り
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
、
共

同
声
明
と
ほ
ぼ
反
対
の
風
向
き
に
な
り
ま

し
た
。

　
「
米
中
関
係
が
よ
い
こ
と
は
日
本
の
利

益
」
と
い
う
の
は
本
当
で
、
２
０
１
５
年

の
日
本
の
輸
出
の
23
・
１
％
は
中
国
向
け

（
香
港
も
含
む
）、
20
・
１
％
が
米
国
向

け
だ
か
ら
、
米
中
が
敵
対
し
経
済
関
係
が

断
絶
、
双
方
の
経
済
が
麻
痺
す
れ
ば
日
本

に
取
り
致
命
的
。
仮
に
対
中
貿
易
だ
け
が

止
ま
っ
て
も
大
打
撃
で
す
。
米
中
が
友
好

的
な
ら
、
日
本
は
安
倍
首
相
が
２
０
０
６

年
の
訪
中
で
唱
え
、
そ
の
後
も
時
折
語
る

中
国
と
の
「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
の
進
展

と
「
日
米
友
好
」
が
両
立
し
ま
す
。
安
全

保
障
の
観
点
か
ら
も
、
日
中
が
米
国
の
仲

介
で
２
０
１
４
年
11
月
に
合
意
し
た
と
お

り
、
尖
閣
問
題
を
事
実
上
棚
上
げ
に
し
、

関
係
改
善
を
図
る
こ
と
が
得
策
と
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

対
中
関
係
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
昨
年
12

月
２
日
に
台
湾
の
蔡
英
文
総
統
と
10
分
程

電
話
で
話
し
、
そ
れ
が
従
来
の
原
則
と
違

う
、と
い
う
国
内
で
の
批
判
に
対
し
、「
な

ぜ
我
々
が
１
つ
の
中
国
説
に
縛
ら
れ
る
の

か
」
と
反
論
し
た
た
め
、
米
国
新
政
権
は

中
国
に
強
硬
な
姿
勢
を
取
る
か
、
と
言
わ

れ
た
。
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
日
に
、
か

つ
て
１
９
７
２
年
の
ニ
ク
ソ
ン
訪
中
を
実

現
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
尊
敬
す
る
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
元
国
務
長
官
（
93
）
が
北
京
で

習
近
平
国
家
主
席
と
会
談
、「
安
定
し
た

米
中
関
係
発
展
の
継
続
」
で
合
意
し
て
い

た
。
だ
か
ら
中
国
は
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言

に
一
応
抗
議
し
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
静
観
し

た
の
で
す
。
２
月
１
日
、
中
国
大
使
館
の

春
節
の
宴
会
に
は
、
同
氏
の
長
女
イ
ヴ
ァ

ン
カ
さ
ん
が
出
席
、
５
歳
の
令
嬢
ア
ラ
ベ

ラ
ち
ゃ
ん
が
中
国
語
で
新
年
を
祝
う
歌
を

披
露
し
ま
し
た
。
大
統
領
の
第
１
の
相
談

相
手
と
も
言
わ
れ
、
経
営
手
腕
が
あ
る
イ

ヴ
ァ
ン
カ
さ
ん
は
、「
米
国
企
業
の
将
来

は
中
国
に
あ
る
」
と
考
え
、
ア
ラ
ベ
ラ
ち

ゃ
ん
に
は
１
歳
８
カ
月
か
ら
中
国
語
を
習

わ
せ
て
い
る
由
で
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
２
月
８
日
、
習
主
席
宛

て
に
「
１
つ
の
中
国
」
を
尊
重
す
る
旨
の

親
書
を
中
国
大
使
館
に
届
け
さ
せ
、
９
日

夜
１
時
間
余
の
電
話
会
談
を
し
、「
極
め

て
い
ま
す
。
他
の
国
の
極
右
政
党
も
ロ
シ

ア
の
支
援
を
受
け
て
い
る
話
が
少
な
く
な

い
。
日
本
で
は
い
ま
だ
に
「
ロ
シ
ア
は
左

翼
」と
思
う
無
知
な
人
が
少
な
く
な
い
が
、

今
の
政
権
は
現
実
主
義
で
右
翼
的
で
す
。

ロ
シ
ア
の
対
外
政
策
上
は
、
Ｅ
Ｕ
が
分
裂

し
、
欧
州
諸
国
が
対
立
す
れ
ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
基
礎
が
崩
れ
、
ロ
シ
ア
は
２
国
間
交
渉

で
経
済
制
裁
を
解
除
さ
せ
、
親
露
的
な
右

翼
政
権
と
連
携
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
プ
ー
チ
ン
氏
と
軌
を
一
に
し
、
欧
州
の

極
右
派
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
を
激
励
し
、
ロ
シ

ア
へ
の
経
済
制
裁
解
除
を
説
く
テ
ィ
ラ
ー

ソ
ン
前
エ
リ
ク
ソ
ン
・
モ
ー
ビ
ル
会
長
を

国
務
長
官
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
統

領
選
挙
で
ロ
シ
ア
の
支
援
を
受
け
た
疑
惑

が
出
た
た
め
、
今
後
は
親
露
姿
勢
を
取
り

に
く
い
形
勢
と
な
り
そ
う
で
す
。
マ
テ
ィ

ス
国
防
長
官
ら
の
同
盟
重
視
路
線
が
主
流

と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
日
本
に
対
し
て

も
乱
暴
な
要
求
は
控
え
る
か
、
と
私
も
考

え
ま
す
。

　

プ
ー
チ
ン
氏
も
今
で
は
「
変
な
男
を
担

い
じ
ゃ
っ
た
」
と
後
悔
し
て
い
る
の
で
は

と
想
像
し
ま
す
。
米
国
で
中
庸
派
の
将
軍

達
が
情
緒
的
右
翼
を
抑
え
て
、
政
策
に
影

響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
軍
人

主
導
の
政
権
と
貧
富
の
差
の
大
き
さ
で
米

国
は
南
米
的
に
な
り
ま
す
（
笑
）。
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